
Ⅰ ご挨拶 

 

 1  Dia Report 2020 
  ダイヤ高齢社会研究財団 

 

ご挨拶 

皆さまにおかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

当財団はコロナ禍で様々な制約を受けながらも、皆さまのお陰をもち

まして 2020年度の事業活動を無事に終了いたしましたので、「Diaレポ

ート 2020」をお届けいたします。 

2020年度は新型コロナウイルスが社会生活に大きな影響を及ぼした一

年でした。自粛生活を強いられる環境の中で、人々がコミュニケーショ

ンを維持するために ICTが飛躍的に普及した年でもあります。そのよう

な中で 2020年 10月に開催された「第 15回日本応用老年学会大会」の大

会長を当財団石橋研究部長が拝命し、当財団が民間研究機関で初めて大

会運営を務める機会を頂戴しました。当初は明治安田生命保険相互会社の本社会議室をメイン会場

として開催する予定でしたが、新型コロナウイルスの影響から会場開催を断念し、当財団の会議室

等からのオンライン配信を選択しました。２日間の全プログラムをすべてライブ配信で行い、大き

なトラブルもなく成功裏に終えることができました。関係者の方々にはこの場を借りて感謝申し上

げます。 

当財団は 1993 年の設立以来、民間研究機関として高齢社会における健康、経済、生きがい等に

関する様々な調査・研究に取り組み、結果を広く社会に発信するとともに活動成果の普及に努めて

まいりました。引き続き、行政・学会・産業界・民間諸団体並びに高齢者の方々との連携を強め、 

諸課題の解決に向けて実りある調査研究に努めてまいる所存です。 本レポートは 2020年度におけ

る当財団の活動実績をできるだけ分かりやすく皆さまにお知らせするものです。  

皆さまにおかれましては、引き続き幅広いご支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げますと

ともに、財団の諸活動につきまして、忌憚のないご意見をお寄せいただければ幸いに存じます。 

 

理事長 石塚 博昭  
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１．第 15回日本応用老年学会大会を成功裏に開催 

2020年 10月 2日(金)・3日(土)の二日間開催された「第 15回日本応用老年学会大会」では、当財団研

究部長の石橋智昭が大会長に任命され、当財団が民間団体として初めて大会運営を担当しました。 

日本応用老年学会は、「老年学」の知識を商品やサービス開発、生きがいや社会貢献プログラム等に

利活用するための産学官民のネットワークセンターとして 2006年に発足した学術団体です。 

その 2020 年度の大会運営にあたり、当財団では『産学官民連携による人生 100 年時代のイノベーシ

ョン』をテーマに掲げました。開催会場には、明治安田生命保険相互会社の特別協賛を得て、本社ビル

の会議室フロアをメイン会場に設定し、産業界の方々の呼び込みに注力した企画を進めてきました（Dia 

News No.100 参照）。しかし残念ながら、新型コロナウイルスの影響により会場開催を断念せざるを得

なくなり、当財団の会議室等からオンライン配信にて大会を実施することとなりました。 

(1) ４つの公開シンポジウムを開催 

大会１日目には、企業や非営利組織による先進的な事例を共に学ぶための４つの公開シンポジウム

を設定し、172 名の方にオンラインで視聴いただきました。シンポジウム①では「健康寿命と資産寿

命の延伸」をテーマに、座長に聖学院大学の古谷野亘氏を迎え、明治安田生命保険の中敏彦氏、岡三

証券グローバル・リサーチ・センターの高田創氏、スハラ FP コンサルタントの須原國男氏が、高齢

期の充実を図るための「平均寿命・健康寿命・資産寿命」の観点から講演を行いました。 

公開シンポジウム① 

 古谷野氏 中氏 高田氏 須原氏 

シンポジウム②では「認知症になっても皆が緩やかにつながる地域とは？ ～民間企業の役割～」

をテーマとして、当財団主任研究員の澤岡詩野を座長に、国土交通政策研究所の石井義之氏、NPO法

人ワンダフルキッズの水野隆史氏、デイサービス隣家の西野裕哉氏が、認知症を支える地域コミュニ

ティにおける民間企業連携の重要性を訴えました。 

公開シンポジウム② 

 澤岡氏 石井氏 水野氏 西野氏 
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